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１．研究計画の概要 

本研究では、政治的・宗教的・民族的対立
およびそれらが原因と見られる明示的な紛
争のみならず、必ずしも顕在化していない、
人々に共有された心理的葛藤をも包含する
「地域コンフリクト」という概念に注目して
いる。過去に地域コンフリクトを経験した地
域において、その記憶が人々のどのような心
性を形成しているのか、またそれがどのよう
なアイデンティティになっているのかを分
析することに主眼を置く。このことによって、
地域コンフリクトの緩和がどのような「共生
の知」につながっていきうるのかを明らかに
することを目的としている。研究代表者を含
む 8 人でフィリピン調査班（主任:横山）、ベ
トナム調査班（主任:伊藤）、インドネシア調
査班（主任:金）、理論班（主任:木村）を構成
し、それぞれ分担しながら調査検討を進めて
いる。 
 
２．研究の進捗状況 
 研究計画にそって、フィリピン・ベトナ
ム・インドネシアの各フィールドでの聞き取
り調査を、現地の研究者などとも連携し協力
を得ながら進めてきた。たとえば、フィリピ
ンでは、フィリピン国軍と反政府武装勢力と
の紛争で両側に直接関わった希有の人物や
紛争激化回避の知恵である「投降」経験者な
どから聞き書きを重ねるなど、調査を深めた。
ベトナムでは、ホーチミン市（サイゴン）な
どで元南政府軍の兵士だった人々の見方、ま
た「英雄の母」の称号を持つ女性の現在につ
いての一次資料を得た。インドネシアでは、
バリ島のケドガナン村で現地調査を行い、い
わゆる「共有地の悲劇」を起こさない協働的

地域ガバナンスによる地域資源管理のあり
方を研究した。また、神戸における元ベトナ
ム難民の人々およびその 2 世・3 世が集まっ
ている教会・NGO でも、大学院生の協力を
得ながら調査を実施した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している 
（理由） 
これまでの研究成果については、学会・研

究会等で発表・報告を積み重ねてきている。
2009 年度については、4 月に蓮井と横山が、
立教大学での環境・平和研究会で関連の報告
を行い、6 月には、東京外国語大学で行われ
た海外学術総括班フォーラムに招かれて伊
藤と横山が発表し、多くのコメントと示唆を
受けることができた。9 月には、台湾・東華
大学にて行われたアジア太平洋平和学会
（APPRA）で、蓮井・横山・京樂がひとつ
のセッションを受け持ち、好評を得た。さら
に 2 月には横山が、フィリピンのシリマン大
学での招待講演を行った。さらにいくつかの
書籍や論文の形でも成果を形にしてきてい
る。まだ全体を統括的に議論検討するまでに
は至っていないが、それは今後行っていく予
定である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 全体として大きな方針転換の予定はない。
これまでの実績を踏まえて、さらに進めてい
く予定である。2010 年度は最終年度となるた
め、補完的な現地調査を行い、全体的な成果
のまとめをしたいと考えている。なお 2010
年 11 月に、日本平和学会秋季集会が茨城大
学で開催され、研究分担者の蓮井が大会委員



長を務める予定である。伊藤・横山も会員と
なっているこの学会の集会で、このグループ
の研究活動も発表できるようにしていく。さ
らにそれより前の 2010 年 7 月に、オースト
ラリア・シドニーで開かれる国際平和研究学
会（IPRA）で、伊藤・蓮井・横山が一セッシ
ョンを担当する予定である。これらを経ての
研究総括と同時に、さらにほぼ同じメンバー
による共同研究の継承発展を 2011 年度以降
も図りたいと考えている 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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